
まちの平和を守るため、こんな活動を行っています
　
消
防
の
１
年
は
年
始
の
出
初
式
か
ら
始
ま

り
ま
す
。

　
消
防
団
の
一
致
団
結
を
誓
い
、
地
域
の
安

心
安
全
を
願
う
行

事
と
な
っ
て
お

り
、
消
防
団
長
を

先
頭
に
威
風
堂
々

の
行
進
が
行
わ
れ

る
ほ
か
、
本
年
は

震
災
後
初
め
て
の

一
斉
放
水
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
技
術
の
向
上
と
士
気
高
揚
を
目
的

に
、
消
防
用
機
械
器
具
の
基
本
操
作
な
ど
の

技
術
を
競
い
合
う
消
防
操
法
競
技
会
が
、
隔

年
で
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
６
年
ぶ
り
の
開

催
と
な
っ
た
昨
年

の
競
技
会
で
も
、

団
員
が
気
迫
あ
ふ

れ
る
姿
で
練
習
の

成
果
を
披
露
し
ま

し
た
。

　
春
と
秋
に
は
、
市
民
の
生
命
・
財
産
を
守

る
意
識
を
培
い
、
広
く
市
民
に
防
災
意
識
の

普
及
啓
発
を
図
る
た
め
、
消
防
演
習
が
行
わ

れ
ま
す
。

　
春
は
分
団
ご
と

に
、
秋
は
団
全
体

が
一
堂
に
会
し
て

実
施
し
、
部
隊
行

進
や
観
閲
な
ど
を

披
露
し
て
、
市
民

を
守
る
決
意
を
新

た
に
し
ま
す
。

　
出
水
期
を
前
に
実
施
さ
れ
る
の
は
、
水
害

へ
の
備
え
を
確
認
す
る
水
防
演
習
で
す
。

　
本
年
は
初
め
て
高
田
松
原
運
動
公
園
で
開

催
さ
れ
、
堤
防
崩

壊
を
防
ぐ
た
め
の

「
シ
ー
ト
張
り
工

法
」
と
、
川
か
ら

水
が
あ
ふ
れ
る
の

を
防
ぐ
た
め
の

「
改
良
積
土
の
う

工
法
」
を
行
い
ま

し
た
。

　
消
防
・
防
災
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
た

め
、
市
防
災
課
や
消
防
本
部
・
消
防
署
に
よ

る「
消
防・防
災
フ
ェ
ス
タ
」「
幼
年
消
防
フ
ェ

ス
タ
」
が
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
放
水
体
験
や
消

防
車
両
へ
の
乗
車

体
験
な
ど
、
普
段

は
経
験
で
き
な
い

ブ
ー
ス
が
用
意
さ

れ
、
消
防
団
も
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

消防団の待遇

区　分 内　容
報
酬（
※
）

年額報酬 ３万6,500円～ 17万6,800円（階級による）
災害出動報酬 ３千円～８千円（災害出動の活動時間による）
上記以外の報酬 2,200円／日（訓練や警戒などに出動した場合）

公務災害補償 消防団活動中に負傷した場合、公務災害として治療費などの費用を補償
退職報奨金制度 ５年以上勤務し退職した際に、勤続年数および階級に応じて支給

消防団員等福祉共済 消防団活動外を含め、けがや疾病により入院した場合の見舞金や、死亡・重度
障がいの状態になった場合の一時援護金を支給

運転免許取得補助制度 免許条件により所属する部の車両が運転できない者に対し、限定解除費用の 
半額を補助

被服などの貸与 消防活動に必要な活動服やヘルメット、安全靴などを貸与
表彰制度 功労に応じて、各種機関から表彰の授与

※その他、会議や研修などに出席した場合に、2,200円／日を支給

消
防
出
初
式

消
防
操
法
競
技
会

春
季
・
秋
季
消
防
演
習

水
防
演
習

消
防
・
防
災
フ
ェ
ス
タ　

幼
年
消
防
フ
ェ
ス
タ
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